
令和６年度
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統） 概要

嶺北地域公共交通活性化協議会 バス専門部会

嶺南地域公共交通活性化協議会 バス専門部会

（R6.6.27 福井県生活バス路線確保対策協議会より改組）
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【福井県内の交通における主なトピックス】

①北陸新幹線福井・敦賀開業

②人手不足による路線バス大幅減便

・令和６年３月１６日 北陸新幹線福井・敦賀開業

・全国から来訪者が増加、特に関東圏からは大幅に増加

・北陸新幹線の利用状況（※）

開業２日間 金沢・福井間で６万人が利用（前年比２０％増）

※ 利用状況は、ＪＲ西日本発表資料より

・路線バスの利用状況

開業９カ月合計では前年と比較して売上げが約３割増加

※福井鉄道、京福バス合計

・令和６年５月時点で、福井鉄道・京福バスにおいて運転士が、

定員に対し約５０名不足

・改善基準告示等を遵守するため、廃止・減便を実施

６月 京福バス９路線

１０月 京福バス２０路線 福井鉄道１路線

福井新聞（R6.12.29）１３面
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【公共交通の現状】
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・嶺北地域においては、南北を走るハピラインふくいを基軸として、県都福井市と各市町がＪＲ越美北線、福井鉄道福武線、
えちぜん鉄道勝山永平寺線・三国芦原線で結ばれており、これらを補完する形で京福バスや福鉄バス等が路線バス等を、
各市町がコミュニティバス等を運行している。

○ハピラインふくい ○ＪＲ越美北線
福井県内１９駅（敦賀駅～牛ノ谷駅） ２２駅（越前花堂駅～九頭竜湖駅）

○福井鉄道福武線 ○えちぜん鉄道勝山永平寺線、三国芦原線
２５駅（たけふ新駅～田原町駅） ４４駅（福井駅～勝山駅、三国港駅）

○民営バス ○コミュニティバス等
京福バス４０路線、福井鉄道１０路線 嶺北地域全１１市町が運行
（管理の受委託により大野観光自動車運行路線含む）

・嶺南地域においては、東西を走るＪＲ小浜線を基幹として、福鉄バス等が路線バスを、各市町がコミュニティバス等を運行して
いる。複数市町をまたぐバス路線は、民営バスの５路線のみである。

○ＪＲ北陸本線（新疋田駅～敦賀駅） ○ＪＲ小浜線
福井県内２２駅（敦賀駅～青郷駅）

○民営バス ○コミュニティバス等
福井鉄道 ５路線 嶺南地域全６市町が運行
大和交通 １路線
京都交通 １路線
西日本ＪＲバス １路線

嶺北地域の状況

嶺南地域の状況

３



○えちぜん鉄道

福井駅を起点に福井市北東部および永平寺町を経由する「勝山永平寺線」と、福井市北西部および坂井市を経由

する「三国芦原線」が走行している。

○福井鉄道

ＪＲ北陸本線と並行する形で、福井市（田原町駅）から越前市（たけふ新駅）までを運行している。

○平成２８年３月に、福井鉄道福武線とえちぜん鉄道三国芦原線の相互乗り入れを実施し、利用者数が増加傾向にあった。

令和２年度には、コロナの影響により利用者数が大きく落ち込んだものの、その後回復傾向にある。

地域鉄道の状況

○営業路線延長 ５３．０ｋｍ
（三国芦原線） ２５．２ｋｍ 〔鉄道区間〕
（勝山永平寺線） ２７．８ｋｍ 〔鉄道区間〕

○使用車両 高床車両 ２１編成 低床車両 ２編成

・２度（Ｈ12年12月、Ｈ13年6月）の正面衝突事故により廃線

・２年５か月のバス代行を経て、Ｈ14年9月に えちぜん鉄道が発足

・Ｈ15年10月の全線開通後は、地域住民・沿線自治体・事業者が一体と

なって、 利用者増を実現

（利用者数 Ｈ16年度 2,424千人 → Ｒ5年度 3,599千人）

・R4年３月には、えちぜん鉄道交通圏地域公共交通計画を策定

○営業路線延長（福武線） ２１．４ｋｍ
鉄道区間 １８．１ｋｍ 軌道区間 ３．３ｋｍ

○使用車両 低床車両 １４編成

・Ｈ18年度に経営赤字により自主的経営再建を断念し、県・沿線自治体

に支援を要請

・Ｈ21年2月に鉄道事業再構築実施計画を策定し、地域住民、自治体、

事業者が一体となって再建を行っている。

（利用者数 Ｈ16年度 1,621千人 → Ｒ5年度 1,925千人）

・R5年3月には、福井鉄道交通圏地域公共交通計画を策定

４



福井県内のバス・鉄道の利用状況
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【令和６年度地域公共交通確保維持改善事業について】
確保維持事業に係る目的・必要性

・一世帯当たりの自動車保有台数が全国トップクラスであるなど、日常生活における自家用車の依存が高い。

・人口減少や少子化の影響により、路線バスの輸送人員は減少傾向が続いており、多くのバス路線は採算面で厳しい状況に置

かれており、事業者単独でバス路線を維持することは困難な状況にある。

・深刻な運転士不足が原因で、路線の維持が困難となり、令和６年６月および１０月に大幅な路線バスの廃止・減便が行われた。

・しかし、生活バス路線は、高校生の通学や高齢者の通院など住民の生活交通手段を確保するうえで不可欠であり、特に地域間

幹線系統の維持はこれらの利用において重要な役割を果たしていることから、確保維持に向けて重点的に取り組む必要がある。

・また、県民の過度なクルマ利用意識を見直し、公共交通機関の利用を呼びかけるカ―・セーブ運動を今後進めていく上でも、バ

ス路線の維持が不可欠である。

確保維持事業に係る目標・効果・評価

【系統】

・２６系統

福井鉄道８系統、京福バス１４系統、大野観光自動車１系統、大和交通１系統、京都交通１系統、西日本JRバス１系統

（大野観光自動車１系統については、Ｒ６.３.３１まで京福バスが運行）

【目標】

・各路線の輸送量について、令和４年度実績（計画策定時の前年度）同程度の利用者を確保。

【効果】

・通勤通学や買い物、通院等を目的とした交通弱者の移動に必要不可欠な交通手段が確保される。

【評価】

燃料高騰の影響により定量的な目標を達成できなかった路線もあるが、新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いたことから、

目標を達成できた路線もある。しかしながら、依然としてコロナ前の輸送量に戻っていない路線も多く利用促進を図る必要がある。

・定量的目標以上の輸送量および経常収支の改善を達成した １０系統→Ａ評価

・定量的目標以上の輸送量または経常収支の改善を達成した ８系統→Ｂ評価

・定量的目標の輸送量および経常収支の改善を達成できなかった ８系統→Ｃ評価
６



・令和６年１月に嶺北地域公共交通計画を策定 （計画期間：令和6年1月～令和11年3月）

・市町や交通事業者等と毎年度、計画の進捗を確認し意見交換を実施

・バス専門部会において、地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統） について協議を実施

・バスＷＧを開催し、交通事業者および沿線市町等と路線見直しと人材確保策について意見交換を実施

福井県嶺北地域公共交通活性化協議会

７

【地域公共交通活性化協議会の実施状況】
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福井県嶺南地域公共交通活性化協議会

・令和２年３月に嶺南地域公共交通網形成計画を策定 （計画期間：令和2年4月～令和7年3月）

・市町や交通事業者等と毎年度、計画の進捗を確認し意見交換を実施

・バス専門部会において、地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統） について協議を実施

・バスＷＧを開催し、交通事業者および沿線市町等と路線見直しと人材確保策について意見交換を実施

・令和7年３月に改定した嶺南地域公共交通計画（令和7年4月～令和11年3月）を策定予定



前回の事業評価結果

評価点

・燃料高騰に対する経営支援など、公共交通の確保維持に努められたことを評価します。

・電車・バスをテーマとしたエピソード募集や福井県の公共交通を題材にしたカードゲーム「のってこふくい」を作成して出前講座を

行なうなど、公共交通に対する意識醸成や利用促進に努められたことを評価します。

・県内のほぼすべての地域間幹線系統に交通系ICカードを導入すべく支援を行ったこと、JR越美北線の定期券所持者が京福バス

大野線を割引運賃で乗車できる制度を新設したことなど、利用環境の整備を推進されたことについて評価します。

・令和６年１月に嶺北地域公共交通計画を策定されたことを確認しました。

今後の期待点

・北陸新幹線福井・敦賀開業を好機と捉え、市町や交通事業者と連携を深め、観光等で訪れる来県者に対し、駅から地域間幹

線系統に乗って県内を移動いただくようなプロモーションについて検討・実施されることを期待します。

・策定された嶺北地域公共交通計画に基づき、持続可能で利便性の高い地域公共交通ネットワークの確保維持や利用促進など

が図られることを期待します。

・地域間幹線系統の必要性やあり方、維持方策など県の考え等については、各市町の協議会にて共有し、話し合い、その内容に

応じて計画に反映される仕組みが計画に位置付けられることを期待します。

・輸送量や収支率が低く、維持が危ぶまれる地域間幹線系統（特に計画輸送量が15未満となっている系統）については、引き続

き、現状の把握や課題の整理を行い、当該系統の必要性に応じ、関係市町や事業者等と連携しながら利用促進や系統の見直

し等に向けた協議や取組が実施されることを期待します。

・運転者不足や運転者に係る働き方改革の動向も踏まえながら、国、市町、事業者等と連携しながら人材確保に係る取組や支援

を進められることを期待します。

9



①路線維持に関する取組み

・運転士不足を背景として、事業者から路線バスの廃止・減便の意向が示されたため、交通事業者・国・県・市町等に
よる会議において路線バスの現状や行政支援、今後の方向性等を協議

（会議開催状況）
Ｒ６.５.２８ 第１回路線バス人材確保緊急対策会議
Ｒ６.６ バス路線ワーキンググループ（京福バス３回、福井鉄道２回）
Ｒ６.６.２７ バス専門部会
Ｒ６.８.７ 第２回路線バス人材確保緊急対策会議、バス専門部会
Ｒ６.８.２９ バス専門部会

（協議結果）

京福バス ４５路線（平日６６４便、土５１１便、日祝４７２便）を運行（R6.6時点）

福井鉄道 １６路線（平日１９１便、土１１９便、日祝１１４便）を運行（R6.6時点）

その他
京福バス

３路線の代替交通転換、朝便新設やダイヤ調整等利用者への影響が極力小さくなるよう調整
福井鉄道

別路線（鯖浦線）の経路を見直し、高校生の通学利便性を維持
福井鉄道福武線を１便増便し、鯖浦線接続の福武線神明駅から福井方面への通勤・通学利便性を維持

前回の事業評価結果の反映状況

10

関係市町の交通会議・公共交通活性化協議会
において協議

減便・廃止路線数 減便・廃止便数

事業者意向 ２１路線 （廃止 ８路線、減便１３路線） 平日△２１４便、土△１５０便、日祝△１５８便

協議結果 ２０路線 （廃止 ５路線、減便１５路線） 平日△１６６便、土△１３６便、日祝△１４６便

減便・廃止路線数 減便・廃止便数

事業者意向 １路線 （廃止 １路線） 平日△７便、土△５便、日祝△３便

協議結果 １路線 （廃止 １路線） 平日△７便、土△５便、日祝△３便

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
利用者への影響が極力小さくなるよう調整を行った。また、減便した路線について、交通事業者等と復便の議論をして
いるところである。



前回の事業評価結果の反映状況

②北陸新幹線開業に向けた二次交通の充実

・丹南地域において市町境を超えた広域で観光スポットを周遊できる定額タクシーを運行

・越前たけふ駅（新幹線駅）と武生駅（在来線）を結ぶシャトルバスを運行

・新幹線４駅のタクシー入構状況が常時把握できるようライブカメラを設置

・主要な駅から観光地へのルートとダイヤなどを掲載した「電車とバスの観光アクセス時刻表」や「公共交通de観光

アクセスマップ」を作成

11

丹南地域定額タクシー 新幹線駅ライブカメラ 公共交通de観光アクセスマップ

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
丹南広域定額タクシーは平均月１００件の利用があり、路線バスが運行していない地域への移動手段となっている。
北陸新幹線開業当日は、ライブカメラを事業者が確認することにより配車不足などのトラブルは発生しなかった。
今後は定額タクシーやシャトルバスなどの移動手段について、さらなる周知を図っていく必要がある。



前回の事業評価結果の反映状況

③利用促進や系統維持に向けた取組

・路線バスを活用したデジタルスタンプラリーの開催

福井県内外のバス停４１箇所を対象にバスを使ったスタンプラリーを開催し、スタンプ獲得数は延べ約２，０００個

・路線バス半額キャンペーンやバス無料デーを開催

路線バス利用促進や令和5年度に導入したＩＣカードの県内普及を目的として、ＩＣカード利用者を対象とした路線

バス半額キャンペーンやバス無料デーを開催

・路線バスでの来場者への特典配布

県内のイベントと連携し、イベントに路線バスで来場した人に対して来場特典を配付

・県内企業に対し、カーセーブ運動への参加を呼びかけるとともに、県内７０％以上の世帯が購読している地元新聞

の折込冊子「fu」においてカーセーブデーの広告を掲出

12

路線バスデジタルスタンプラリー 路線バス半額キャンペーン、バス無料デー
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③利用促進や系統維持に向けた取組

・県内のイベント等においてバスの乗り方教室の開催

・公共交通機関の大切さを考えてもらうため、電車・バスをテーマとした心あたたまる「幸福」エピソードを募集。

応募１４２作品から、一般と児童・生徒の部、それぞれ優秀作品を選び、表彰式を開催するとともに、県民に周知。

・児童館やイベント、大学の授業において、公共交通に関するクイズや福井県の公共交通を題材に作成したカード

ゲーム「のってこふくい」を活用した出前講座を実施。

前回の事業評価結果の反映状況

エピソード募集 公共交通出前講座
バスの乗り方教室

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
路線バス半額キャンペーンや無料デー実施期間の利用者は、実施していない時期の約１．７倍となった。無料デー実施
後も平日・休日とも無料デー実施前の利用者を上回っており、利用促進に一定の効果があった。（測定期間：無料デー実
施後１か月）
さらなる利用促進のためにイベント広報を強化し、県民に周知していく必要があると考える。



前回の事業評価結果の反映状況

④人材確保に関する取組

・路線の維持・復便につなげるため、人材確保を強化する必要があることから、県やバス協会等が連携してバス運

転体験会・合同説明会を県内各地で開催し、業界のＰＲや事業者によるＰＲ、個別面談を実施

（Ｒ５実績：１５回、Ｒ６実績：１２回（R6.12末時点））

・事業者が実施する採用活動に対する支援や専門家を活用した人材確保策の実施

・路線バス運転士募集の新聞広告を掲出（掲載実績6/29、7/30、8/13）

バス運転体験 合同説明会 新聞広告 14



前回の事業評価結果の反映状況

④人材確保に関する取組

・県職員や市町職員が兼業により路線バス運転業務を応援。（県職員３名（うち２名は研修中）、市職員１名（研修

中））

・セカンドキャリアとして、または副業として運転士を希望する人に対し、大型二種免許の取得に必要な経費を全額

支援

・新たにバス運転士となった方への就職奨励金を支給

高卒新卒者40万円、その他30万円の奨励金制度を設け、令和６年１２月末時点において２６名から申請。

・県として、路線バス運転士の確保につながるＰＲ活動の実施

15

就職奨励金 大型二種免許取得支援

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
京福バス、福井鉄道において２３名の運転士確保につながった（４月～１２月）。さらなる運転士確保に向け、官民連携
して採用を強化していく必要がある。



前回の事業評価結果の反映状況

⑤関係者との意見交換や勉強会の実施

・交通系ＩＣカードの利用データ分析や他県事例に関する勉強会を実施

・交通事業者ごとに沿線市町を交えて生産性向上WGを開催し、更なる利用促進や路線の改善に向けた意見交

換を実施

16

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
引き続き、意見交換や勉強会を実施し路線バスの維持確保策について検討していく。

⑥燃料高騰に対する経営支援

・原油価格高騰の影響により経営に大きな影響が生じているバス事業者等に対し令和５年度補正（２月）、令和

６年度補正（９月、12月）において県から２２９百万円の経営支援

事業実施の適切性
事業は適切に実施された。

今後の改善点
引き続き、事業者に対して適切な補助を実施していく。



事業実施の適切性（運行実績）

・おおむね計画通り適切に実施された。

事業の今後の改善点

・交通事業者や国、市町と連携しながら運転士確保に取組み、路線の維持・復便を目指す。

・減便や廃止を行う路線における代替交通への転換支援を実施し、適切なモビリティへの転換を図っていく。

・生産性向上の取組みについては、引き続き事業者、市町、県、国での協議を継続し、路線維持に向けた取組みを検討していく。

（路線ごとの今後の改善点については、別添事業評価様式および地域間幹線系統分析シートを参照）

・「ICOCA Web定期券サービス」の導入を進め、県民のＩＣカード定期券の購入および乗継利用時の利便性を向上を図っていく。

・バス利用者のＩＣＯＣＡ利用・普及に努めるとともに乗降データを分析し、路線の見直しや改善に繋げていく。

・引き続き、民間事業者や市町と協力してバスの利用促進を図っていく。

17



（別添１）

令和６年１２月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整
備内容等を記載（陸上交通に係る確保維持
事業において、車両減価償却費等及び公有
民営方式車両購入費に係る国庫補助金の交
付を受けている場合、離島航路に係る確保維
持事業において離島航路構造改革補助（調
査検討の経費を除く。）を受けている場合は、
その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に
は、理由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的な
目標・効果が達成されたかを、目
標ごとに記載。目標・効果が達成
できなかった場合には、理由等を
分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記載。
改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地域の取
り組みについて広く記載。特に、評価結果を生活交
通確保維持改善計画にどのように反映させるか（方
向性又は具体的な内容）を必ず記載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨
記載

福井鉄道
若狭線
敦賀駅～美浜駅
（車両減価償却費等補助対象路線）

　市町による免許返納者への路
線バス等利用券や高校生への
通学定期補助、高齢者向け定
期券「はんわりパス」や学生専
用定期券「キャンパス」の周知を
行った。
　新幹線開業に伴い、ハピライ
ン新快速に接続する通勤時間
帯のダイヤ改正を行い、またIC
カードの導入や利用キャンペー
ン等により利用促進を図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

収入が伸び悩み、輸送量が目標を
達成できなかったほか、収支率も
燃料高騰等の影響により達成でき
なかった。
【輸送量】
目標：11.1人
実績：10.6人
平均乗車密度：2.0人
運行回数：5.3回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：0.3％の改善

　R7年3月末、菅浜線廃止に伴い、菅浜線利
用者を佐田バス停付近で連結するダイヤを検
討し、要望の多い施設を通るルートに見直
す。引き続き、市町による免許返納者への路
線バス等利用券や高校生への通学定期補
助、高齢者向け定期券「はんわりパス」の周
知を実施し、利用促進を図る。
　また、市町とともに均一運賃制への見直し
検討を行うとともに、JR小浜線との連携、観光
利用等、一層の利用促進を図っていく。

福井鉄道
菅浜線
敦賀駅～白木
（車両減価償却費等補助対象路線）

　発電所周辺企業への利用の
働きかけや、海水浴客の利用回
復のため、市町や観光協会等
のHP等による広報や問い合わ
せに対する当該路線の案内を
行った。
新幹線開業に伴い、ハピライン
新快速に接続する通勤時間帯
のダイヤ改正を行い、またIC
カードの導入や利用キャンペー
ン等により利用促進を図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

輸送量は目標達成したものの、依
然として低い水準である。また、収
支率は燃料高騰等の影響により達
成できなかった。
【輸送量】
目標：4.4人
実績：7.0人
平均乗車密度：1.4人
運行回数：5.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：0.3％の改善

R7年3月末に廃止予定のため、代替交通とし
て、美浜町内においては、自家用有償旅客運
送を新たに運行するとともに、自家用有償旅
客運送を若狭線と接続させ、敦賀市への移動
利便性も確保する。また、敦賀市内において
は、コミュニティバス常宮線を白木まで延伸
し、コールポスト方式により移動手段を確保す
るとともに、コミュニティバス金山線の増便等
により通学時間帯の利便性を確保していく。

嶺北地域公共交通活性化協議会バス専門部会、嶺南地域公共交通活性化協議会バス専門部会

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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（別添１）

福井鉄道
武生・越前海岸線
越前武生駅～かれい崎
（車両減価償却費等補助対象路線）

　越前町内中学校を卒業する生
徒全員に路線案内、時刻表を
配布し路線バスでの通学をＰＲ
するとともに、IC金額定期の説
明及び周知等を行った。また、
高齢者向け定期券「はんわりパ
ス」の周知や、越前町による高
齢者等への運賃補助を継続し、
路線バスの利用促進を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

輸送量、収支率とも目標達成でき
た。
【輸送量】
目標：15.0人
実績：18.0人
平均乗車密度：3.4人
運行回数：5.3回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：3.6％の改善

前年に引続きICカードの周知、利用促進を
図っていく。通学定期では、越前町内中学校
を卒業する生徒全員に路線案内、時刻表を
配布し、公共交通での通学をPRし、利用促進
を行う。
　また、病院や観光地(越前海岸)を通る路線
であるため、高齢者向けの「はんわりパス」
や、丹南広域組合の「野外活動運賃補助制
度」の周知を行い、利用促進を図る。
　越前町の公共交通計画の更改にあわせ、
一緒に路線バス、コミバス、デマンドタクシー
の役割分担を含め、関係市町と連携して交通
体系の見直しを検討する。

福井鉄道
福浦線
田原町～かれい崎
（車両減価償却費等補助対象路線）

　越前町内中学校を卒業する生
徒全員に路線案内、時刻表を
配布し路線バスでの通学をＰＲ
した。また、高齢者向け定期券
「はんわりパス」や越前町による
高齢者等への運賃補助の周知
を実施し、高齢者への利用促進
を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

輸送量、収支率とも目標達成でき
た。
【輸送量】
目標：7.2人
実績：7.8人
平均乗車密度：2.6人
運行回数：3.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：1.１％の改善

運転士不足による緊急対策として、令和6年9
月末を以て福浦線を廃止した。
代替交通については、鯖浦線のルートおよび
ダイヤを変更し、福井鉄道福武線（通学時間
帯の便を１便増便）に乗り継ぐことで対応して
いる。

福井鉄道
南越線
シピィ～和紙の里
（車両減価償却費等補助対象路線）

　南越中学校の卒業生に時刻
表配布等のＰＲを行い利用促進
を行った。また、武生東高校で
の出張販売、学校と連携した増
便対応などで送迎や自転車か
らの通学手段切替を促す取組
を行った。
　高齢者向け定期券「はんわり
パス」や越前市による高齢者へ
の運賃補助の周知を実施し、高
齢者への利用促進を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

輸送量および収支率とも燃料高騰
等の影響により達成できなかった。
【輸送量】
目標：21.0人
実績：19.1人
平均乗車密度：2.7人
運行回数：7.1回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：2.4％の悪化

　前年に引続きICカードの周知、利用促進を
図っていく。通学定期では、南越中学校を卒
業する生徒全員に路線案内、時刻表を配布
し、公共交通での通学をPRし、利用促進を行
う。武生東高校新入生に対して、IC定期の出
張販売を実施していく。
　また、高齢者向けの「はんわりパス」の周知
や、丹南広域組合の「野外活動運賃補助制
度」の周知を行い、利用促進を図る。
　同路線は高校生の利用の多い路線であり、
電車、バスの接続の利便性を高めることで、
より一層の利用促進を図る。
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（別添１）

福井鉄道
鯖浦線（かれい崎）
ＪＲ北鯖江駅～かれい崎
（車両減価償却費等補助対象路線）

　越前町内中学校を卒業する生
徒全員に路線案内、時刻表を
配布し、路線バスでの通学をPR
し利用促進を行った。
　高齢者向け定期券「はんわり
パス」や越前町による高齢者等
への運賃補助の周知を実施し、
高齢者への利用促進を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

輸送量、収支率とも目標達成でき
た。
【輸送量】
目標：9.6人
実績：10.2人
平均乗車密度：3.4人
運行回数：3.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.1％の改善

前年に引続きICカードの周知、利用促進を
図っていく。通学定期では、越前町内中学校
を卒業する生徒全員に路線案内、時刻表を
配布し、公共交通での通学をPRし、利用促進
を行う。

また、病院や観光地(越前海岸)を通る路線
であるため、高齢者向けの「はんわりパス」の
周知や、丹南広域組合の「野外活動運賃補
助制度」、及び越前町の高齢者等への運賃補
助等の周知を行い、利用促進を図る。

福浦線の代替路線として利用者の定着を
図っていく。 また、鉄道と接続している路線
であり、鉄道との接続ダイヤを改善し、利便性
の向上を図る。

福井鉄道
鯖浦線（織田）
ＪＲ北鯖江駅～織田
（車両減価償却費等補助対象路線）

　越前町内中学校を卒業する生
徒全員に路線案内、時刻表を
配布し、路線バスでの通学をPR
し利用促進を行った。
　高齢者向け定期券「はんわり
パス」や越前町による高齢者等
への運賃補助の周知を実施し、
高齢者への利用促進を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

輸送量および収支率とも燃料高騰
等の影響により達成できなかった。
【輸送量】
目標：21.6人
実績：19.8人
平均乗車密度：3.6人
運行回数：5.5回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：3.2％の悪化

　前年に引続きICカードの周知、利用促進を
図っていく。通学定期では、越前町内中学校
を卒業する生徒全員に路線案内、時刻表を
配布し、公共交通での通学をPRし利用促進を
行う。
　また、病院やショッピングセンター通る路線
であるため、高齢者向けの「はんわりパス」の
周知や、丹南広域組合の「野外活動運賃補
助制度」、及び越前町の高齢者等への運賃補
助等の周知を行い、利用促進を図る。
　福浦線の代替路線として利用者の定着を
図っていく。　また、鉄道と接続している路線
であり、鉄道との接続ダイヤを改善し、利便性
の向上を図る。

福井鉄道
池田線
越前武生駅～金山・魚見
（車両減価償却費等補助対象路線）

　池田中学校を卒業する生徒全
員に路線案内、時刻表を配布
し、路線バスでの通学をPRし利
用促進を行った。
　　高齢者向け定期券「はんわ
りパス」や池田町による町民へ
の運賃補助の周知を実施し、高
齢者への利用促進を行った。
　2/24全車両ICを導入し、IC利
用キャンペーン等で利用促進を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

輸送量、収支率とも目標達成でき
たものの、輸送量は依然として低
い水準にあることから更なる改善
が必要。
【輸送量】
目標：6.3人
実績：9.8人
平均乗車密度：2.3人
運行回数：4.3回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：3.8％の改善

　前年に引続きICカードの周知、利用促進を
図っていく。通学定期では、池田中学校を卒
業する生徒全員に路線案内、時刻表を配布
し、公共交通での通学をPRし利用促進を行
う。武生東高校新入生に対して、定期券の出
張販売を実施する。
　また、南越線との一本化等路線の見直しを
関係市町と検討していく。
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京福バス
越前海岸ブルーライン
福井駅～波の華
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

燃料高騰の影響により、収支率で目標
達成ができなかったものの、新幹線開
業効果などにより輸送量では目標達成
ができた。

【輸送量】
目標：36.4人
実績：40.6人
平均乗車密度：2.9人
運行回数：14.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：0.6％の改善

　福井駅方面から福井医療大学への通学需
要も見込めるため、学生への周知を行い利用
促進を図る。
　越前海岸に向かう路線であるため、越前海
岸２日フリーきっぷや休日フリーきっぷ等を自
治体の広報誌やメルマガ等でPRするほか、
休日フリーきっぷを車内でも販売していること
などを積極的にPRし利用増加につなげる。さ
らに、路線バスで行ける越前海岸の観光地の
ＰＲ等を行い、観光利用の促進につなげる。

京福バス
エンゼルランド線
福井駅～エンゼルランド
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：8.8人
実績：16.0人
平均乗車密度：2.0人
運行回数：8.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：14.7％の改善

　福井大学附属義務教育学校でのバスの乗
り方教室の継続や、沿線高校へのMMパンフ
レットの配布等により、通学利用の促進を図っ
ていく。
　　エンゼルランドへの利用を増やすため、エ
ンゼルランドでの路線案内や、情報誌等での
PR等を行いたい。
　その他、自治研修所に行く県や市町職員に
利用を働きかける。
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京福バス
丸岡線
福井駅～田原町～丸岡城
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：17.5人
実績：24.5人
平均乗車密度：4.9人
運行回数：5.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：16.2％の改善

　福井市内各高校等への通学利用が多いた
め、沿線学校での通学利用のＰＲなどを積極
的に行い通学利用を促す。
　休日フリーきっぷの市町における広報等に
より丸岡城への観光利用を促進するととも
に、丸岡バスターミナルでのイベント等のＰＲ
により利用促進を図る。

京福バス
県立病院丸岡線
福井駅～県立病院～丸岡城
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

燃料高騰の影響により、収支率で目標
達成ができなかったものの、新幹線開
業効果などにより輸送量では目標達成
ができた。

【輸送量】
目標：37.4人
実績：37.4人
平均乗車密度：3.4人
運行回数：11.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：0.9％悪化

　県立病院への通院利用が多いため、高齢
者向け定期券「いきいき定期」などを事業者、
沿線市においてＰＲし利用促進を図る。
　また、休日フリーきっぷを市のホームページ
等で積極的に広報し、丸岡城への観光利用
の促進も図る。

京福バス
大学病院線
福井駅～福井大学病院～県立大学
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

燃料高騰の影響により、収支率で目標
達成ができなかったものの、新幹線開
業効果などにより輸送量では目標達成
ができた。

【輸送量】
目標：18.0人
実績：18.8人
平均乗車密度：4.7人
運行回数：4.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.8％悪化

　運転士不足による緊急対策として、当該路
線を廃止し、大和田大学病院線およびえちぜ
ん鉄道にて代替を図る。

京福バス
大和田丸岡線
福井駅～県立病院～丸岡城
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：38.5人
実績：40.7人
平均乗車密度：3.7人
運行回数：11.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：5.4％改善

　県立病院への利用が多いため、高齢者向け
定期券「いきいき定期」などを事業者、沿線市
においてＰＲし利用促進を図る。
　また、休日フリーきっぷを市のホームページ
等で積極的に広報し、丸岡城への観光利用
の促進も図りたい。
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京福バス
大和田大学病院線
福井駅～福井大学病院
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：80.1人
実績：104.4人
平均乗車密度：4.3人
運行回数：24.3回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：7.6％改善

　県立大学への通学利用が多いため、引き続
き沿線大学等で、新入生オリエンテーション等
において学生フリー定期チラシの配布等を行
うほか、保護者にも学生フリー定期等のバス
路線の案内を行い、学生利用の促進を図る。
また、学生フリー定期チラシ等の多言語化を
行い、留学生の利用にもつなげたい。
　また、大学病院への利用者も多いことから
高齢者向け定期券「いきいき定期」の広報を
引き続き行い、高齢者の通院利用の確保を
図る。

京福バス
大野観光自動車

勝山大野線
ヴィオ～福井勝山総合病院
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

B
運転士不足により、R6.４に当
初計画を見直した。見直し後
も事業は適切に実施された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：15.3人
実績：19.4人
平均乗車密度：2.7人
運行回数：7.2回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.1％改善

　朝一便の経路を変更し、大野高校の生徒の
通学利便性の向上を図る。
　高校生の通学利用が多い路線のため、通
学利用者への補助制度のPRを行う。
　また、高齢者の通院利用もあるため、高齢
者向け定期券「いきいき定期」や高齢者向け
支援策（運賃割引制度）の周知を継続し、高
齢者の利用促進に努める。
　また、休日フリーきっぷ等を自治体の広報
誌やメルマガ等でPRするほか、車内でも販売
していることなどを積極的にPRし、利用増加
を図る。

京福バス
大野線
福井駅～ヴィオ
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

収入が伸び悩み輸送量は目標達成が
できなかったことに加えて、燃料高騰
の影響により、収支率でも目標達成が
できなかった。

【輸送量】
目標：36.3人
実績：34.1人
平均乗車密度：3.1人
運行回数：11.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.7％悪化

　経路変更を行い、福井駅の速達性を図る。
　ＪＲ越美北線と並行する路線であるため、越
美北線の時刻表も併記したバス時刻表の作
成やJR越美北線定期保有者が同区間の京
福バスを400円で利用できる割引制度の実施
により、越美北線との相互利用を推進してい
く。
　また、福井市内への通院利用もあるため、
大野市での高齢者医療保険者説明会での
「いきいき定期」周知等の継続や、高齢者向
けの乗り方教室等を実施し、高齢者の利用を
促進したい。
　また、休日フリーきっぷ等を自治体の広報
誌やメルマガ等でPRするほか、車内でも販売
していることなどを積極的にPRし、利用増加
を図る。
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京福バス
清水グリーンライン
福井駅～プラント３
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

A

新幹線開業効果などにより、輸送量・
収支率ともに目標達成ができた。

【輸送量】
目標：50.1人
実績：57.0人
平均乗車密度：2.5人
運行回数：22.8回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：2.4％改善

　清水プラント３で接続するデマンドタクシー
「ほやほや号」と組み合わせた利用を、福井
市清水地区、越前町において沿線住民への
周知を行うことにより利用促進を図る。また、
プラント３での買い物客への利用促進策を検
討を行う。
　福井市内への通院利用も多い路線であるた
め、高齢者向け定期券「いきいき定期」等の
周知を継続し高齢者の利用促進を図りたい。

京福バス
西田中宿堂線
福井駅～天王
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

燃料高騰の影響により、収支率で目標
達成ができなかったものの、新幹線開
業効果などにより輸送量では目標達成
ができた。

【輸送量】
目標：12.6人
実績：14.7人
平均乗車密度：4.9人
運行回数：3.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.8％悪化

　高齢者向け定期券「いきいき定期」や自治
体による高齢者運賃補助制度、高校生への
通学支援補助制度等を継続し、利用促進を
図ることが重要である。
　また、清水プラント３で接続するデマンドタク
シー「ほやほや号」と組み合わせた利用を、福
井市清水地区、越前町において沿線住民へ
の周知を行うほか、住民向け説明会や乗り方
教室等を実施することで利用促進を図る。ま
た、プラント３での買い物客への利用促進策
を検討を行う。

京福バス
東尋坊線
芦原温泉駅～三国観光ホテル
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

収入が伸び悩み、輸送量は目標達成
ができなかったことに加えて、燃料高
騰の影響により、収支率でも目標達成
ができなかった。

【輸送量】
目標：102.5人
実績：80.4人
平均乗車密度：4.0人
運行回数：20.1回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：15.9％悪化

　観光利用が多い路線であるため、東尋坊2
日フリーきっぷや休日フリーきっぷの周知を
沿線観光施設等と連携して行うほか、三国温
泉組合と連携したフリーきっぷの販売増加、
温泉旅館等への送迎需要の取り込みを引き
続き図り、利用促進を図る。

京福バス

芦原丸岡永平寺線
永平寺門前～丸岡バスターミナル
～芦原温泉駅
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

燃料高騰の影響により、収支率で目標
達成ができなかったものの、新幹線開
業効果などにより輸送量では目標達成
ができた。

【輸送量】
目標：19.0人
実績：21.0人
平均乗車密度：4.2人
運行回数：5.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：2.4％悪化

　県内の有名観光地を多く通る路線であるた
め、永平寺・丸岡城・東尋坊2日フリーきっぷ
や休日フリーきっぷの周知を沿線観光施設等
と連携して行い、利用促進を図る。
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京福バス
三国丸岡線
三国駅～霞の郷
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

収入が伸び悩み、輸送量は目標達成
ができなかったことに加えて、燃料高
騰の影響により、収支率でも目標達成
ができなかった。

【輸送量】
目標：26.4人
実績：8.8人
平均乗車密度：1.1人
運行回数：8.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：ー

沿線の坂井高校および丸岡高校と調整しな
がら運行時間を決めるなど利便性の向上に
取り組む。

京福バス
春江丸岡線
大石コミュニティセンター～霞の郷
（車両減価償却費等補助対象路線）

交通系ICカード「ICOCA」、モ
バイルチケットおよび京福バ
スナビを導入し、利便性の向
上に努めた。また、運賃半額
キャンペーンを実施し、利用
拡大に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

収入が伸び悩み、輸送量は目標達成
ができなかったことに加えて、燃料高
騰の影響により、収支率でも目標達成
ができなかった。

【輸送量】
目標：16.0人
実績：4.8人
平均乗車密度：0.6人
運行回数：8.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：ー

沿線の丸岡高校と調整しながら運行時間を決
めるなど利便性の向上に取り組む。

大和交通株式会社
名田庄線
名田庄流星館～小浜二中

自宅から名田庄線の停留所
まで、名田庄地区のデマンド
バスを利用促進を図り乗客
の利便性が向上した。
小浜市およびおおい町の通
学定期の補助を継続すると
ともに、生徒のバス営業所
の職場見学等により乗車マ
ナー向上およびバス利用の
意識醸成を図ることができ
た。
免許返納による各自治体の
バス利用券、運賃無料等の
ＰＲ活動を行い利用促進を
図った。

Ａ
計画通り事業は適切に実施

された。
C

路線バスの収入減少、およびバス
乗務員雇用による人件費増加によ
り収支率が悪化した。
【輸送量】
目標：19.0人
実績：18.0人
平均乗車密度：3.6人
運行回数：5.0回
【収支率】
目標：1.0％以上の改善
実績：4.1％悪化

名田庄のデマンドバスを利用しバス停留
所までの利便性を図り、相互利用を促す
ことで更なる利用促進に繋げる。
小浜市・おおい町の通学定期補助継続
するとともに、生徒の職場見学等により
乗車マナー教育を行い、バス利用の意
識醸成、利用増加に繋げる。
免許返納による各自治体のバス利用
券、運賃無料等を継続、制度のPRを行う
ことで利用促進に繋げる。
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京都交通
高浜線
東舞鶴駅前～高浜駅前

　若狭たかはまひなまつりな
ど沿線自治体のイベントに
おいて、チラシにお試し乗車
券を記載してもらい利用促
進を図った。また、行政と連
携して、バスに乗る機会を増
やすため、子供を対象とした
イベントを多数計画及び実
施して、利用促進に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

　新型コロナウイルスの影響が少なく
なった昨年から、輸送量は目標を達成
できたものの、今年度も燃料高騰の影
響により収支率は目標達成ができな
かった。

輸送量
　目標：15.1人
　実績：15.1人
　平均乗車密度：3.3人
　運行回数：4.6回
収支率
　目標：1.0％以上の改善
　実績：2.4％の悪化

　京都府の利用促進イベント「バス・エコファミ
リー」への参加や、高浜町内の実証実験やイ
ベントと連携したお試し乗車企画等を引き続
き実施するほか、沿線自治体と連携し学校や
老人会等でモビリティマネジメントを行い、利
用促進を図る。
　高齢者の利用を促すため、運転免許返納者
へのバス回数券の交付についてPRする。ま
た、赤ふんバスとの連携を図るため、赤ふん
バスとの共通利用券や、高浜線の一部バス
停（青郷）を拠点とした赤ふんバスとの乗り換
えなどを検討する。
　子供を対象としたイベントを多数計画、実施
（移動美術館、バス子供研究所など）過去の
アンケートを元に新たな利用者の取り込みに
ついて引続き検討する。

西日本ＪＲバス

若江線
近江今津～小浜

　若江線イラストマップとJR
湖西線接続時刻表を車内、
観光案内所に設置する等で
当該路線の利用促進・活性
化・収支改善に努めた。

A
計画通り事業は適切に実施

された。
B

　引き続き新型コロナウイルス感
染拡大の影響はあったが、利用促
進策等により目標を達成すること
ができた。

【輸送量】
　目標：31.0人
　実績：44.5人
　平均乗車密度：4.5人
　運行回数：9.9回
【収支率】
　目標：1.0％以上の改善
　実績：4.1％の悪化

　小浜サイクリングルートと滋賀県ビワイ
チと連携し、積極的にPRすることでサイ
クリング利用者の取り込みを図る。また、
ゴコイチバスやJRと組み合わせた周遊
観光を積極的にPRし、観光客の利用促
進を図る。滋賀県、高島市とも連携し、官
民、沿線市町一体となって「鯖街道の日」
「熊川マルシェ」「鯖街道トライアスロン」
などの地域のイベントと連携した路線の
ＰＲを行うことで、観光利用の回復を促
す。
　出張控えによりビジネス利用客が減少
していることから、沿線企業に働きかける
などビジネス利用の回復を図る。
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令和6年12月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

嶺北地域公共交通活性化協議会バス専門部会、嶺南地域公共交通活性化協議会バス専門部会

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

  本県は、一世帯当たりの自家用乗用車所有台数や、交通手段に占める自家用車の割合が全国トップクラスで、県民の日常生活における自動車の依存度は高い。ま
た、少子化の影響等もあり、路線バスの輸送人員は減少傾向にある。さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により、輸送人員が大幅に減少している。そのため、
多くのバス路線は採算面で厳しい状況に置かれており、事業者単独でバス路線を維持することは困難な状況にある。
  しかし、県内のバス路線は地域住民の移動手段として重要であり、特に地域間幹線系統は自動車を運転できない高校生の通学や、運転免許を持っていない高齢者
の通院の手段として必要不可欠である。
  また、福井県では県民の過度なクルマ利用意識を見直し、公共交通機関や自転車の利用を呼びかけるカー・セーブ運動を平成２０年度から実施しており、これらの
取組みを今後進めていく上でも、バス路線の維持が欠かせない。
　このため、地域公共交通確保維持事業により、通勤や通学、通院等の手段として利用されている生活バス路線を確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続
させていく。


	01_令和６年度地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）概要（再提出用）.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18


